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本研究の目的は、酸化物人工超格子を作製し、室温で強誘電性強磁性マルチフェロイック特性を

示し、さらに電界で磁気特性を制御できる特性(巨大電気磁気効果)を発現させることである。PLD

法により、材料”A”、”B”を交互に積層させた酸化物人工超格子を SrTiO3(STO)(110)基板上に作製

し、結晶構造および電気的・磁気的性質を評価した。 

材料”A”はBiFeO3(BFO), BiFe0.9Mn0.1O3 (BFMO)、材料”B”はCaFeO3(CFO)、CaMnO3(CMO)とした。

超格子は各層 7ユニットを 14回繰り返して堆積し [7units材料”A” / 7units材料”B”]14人工超格子を

作製した。RHEEDの反射光強度をモニタリングしながら原子層レベルの成長制御を行った。PLD

成膜では、同じセッティングであっても成膜ごとに成長速度に数%の誤差がある。そのため、超

格子作製直前に STOを 7ユニット成長させて成膜速度を確認し、その他各薄膜に対して所望のユ

ニット数が成長するように照射パルス数を算出して成膜を行った[1-4]。 

STOを 7ユニット成膜し成長速度を確認した後、[CFO7/BFO7]14人工超格子を成膜した。Fig.1に

(a)STO(110)基板表面像及び(b)CFO/BFO 人工超格子成膜後の薄膜表面像を示す。成膜前の表面像

では STO 基板特有のステップテラス構造が確認

できた。成膜後の薄膜表面像はステップテラス構

造を確認できるが、テラス上に高低差が 2nm の

針状のグレインが STO[001]方向に成長している

ことが確認できた。BFO単相膜の一軸異方性を持

った成長を反映していた。 

 STO(110)周辺の XRD 2θ-θパターンを Fig.2に

示す。基板ピーク周辺に Laue 振動が明瞭に現れ

た。Laue 振動は薄膜全体が均一に成長している

ことを示している。Laue 振動の間隔から算出し

た[CFO7/BFO7]14格子の膜厚は 47.9 nm であるこ

とが分かった。また、ロッキングカーブの半値幅

は 0.1012ºと結晶性が高いことがわかった。 

その他人工超格子作製・結晶構造、電気的磁気的特性

については当日報告する。 
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Fig.1 (a)STO(110)基板表面像 (b)CFO/BFO 

人工超格子成膜後の薄膜表面像(5µm×5µm) 
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Fig.2 CFO/BFO 人工超格子の
STO(110)周辺のXRD 2θ-θパターン 
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